
丸っぽい体につぶらな瞳が輝き、愛らしい。嘴が

小さく、白い頭で、目の上から黒い模様が背中まで

あり、肩の羽が淡い葡萄色をしている。尾が長く、

全長14cm程の半分位が尾である。

留鳥または漂鳥で、平地から山地の林に生息する。

「ジュルル」「ジュルル」と鳴きながら群れで移動

し、枝から枝へ飛び移り、小さな嘴で、主に昆虫や

クモ、その卵、また木の実や樹液も食べる。産卵期

も群れでいて、雛には、相手が見つからなかった雄

や繁殖に失敗したつがいなど、親以外の個体も餌を

与えることがある。結果的に群れで子供を育ててい

るわけだ。小さな鳥で、天敵に食べられることも少

なくないが、仲間で助け合って命をつないでいる。

(写真・文 森林インストラクター 藤原 裕二)
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Photo

高尾山のいきものたち

全国に分布する高木の落葉樹です。名前の由来は、

内樹皮の鮮やかな黄色からと言われています。

キハダの黄色い内樹皮には、抗菌・抗炎症の作用

があるベルベリンが含まれ、「良薬は口に苦し」の

言葉通り、強い苦味と健胃整腸作用があり、古くか

らから薬用植物として使われてきました。

黄色に染める天然染料としても古くから用いられ、

中国では「黄衣（おうえ）」といって位の高い者の

着衣とされてきました。また、防虫作用があるため，

特に長期間保存する必要がある経典、戸籍帳などに

使用する染紙は「キハダで染められた」と言われて

います。

材質は、心材も黄褐色で、光沢があり美しい杢目

が現れ、木材としては比較的軽いものの適度な堅さ

があり、建築材、家具材、床柱、寄木や経木などに

使用されています。

木材の色や木理が桑に似ているため、桑の模擬材

として鏡台や茶箪笥などに用いられることもあり、

「本桑」と区別して「女桑」などと称され利用され

ています。（皿）

黄色い内樹皮
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興味深い矢田貝先生の講義

当センターでは、専門家の講義や森林作業など
を通じて、一般市民の皆様に人々の生活や環境と
森林との関係について学ぶ森林環境教育講座「森
林カレッジ」を毎年開校しています。
令和２年１月１８日（土）に、今年度最後となる

「森林カレッジⅣ」を、日影沢にある自然学習体
験施設の炭焼小屋において開催しました。あいに
くと１日中雪の降る天気でしたが、午前中に炭焼
体験、午後は東京大学名誉教授の谷田貝光克先生
による「森林の恵みと共に～炭焼き、そして森の
香り～」と題した講義を実施しました。

午前中の炭焼体験は、地面を掘って作った窯
「伏せ焼き窯」１箇所とドラム缶を利用して作っ
た「ドラム缶窯」２箇所を使い３班に分けれて実
施しました。炭となる竹を窯に並べたり、窯内部
の温度をあげるためのうちわ扇ぎなどを交替しな
がら行い、勢いよく出だした煙に手をかざし温度
の変化を感じたりしながら、最近では目にするこ
とのない煙に包まれた光景を楽しんでいました。

午後の講義では、現在、炭焼きの会会長、香り
の図書館館長等数多くの要職に就かれている谷田
貝先生の講義に、メモをとりながら耳を傾けてい
ました。

閉会式では、「炭の性質などについて詳しい話
を聞くことができ大変勉強になった」「何回でも
やりたいほど楽しい作業でした」等の感想を受講
生からいただきました。

閉会式に続き、森林カレッジ閉校式を行い修了
証書の授与も行いました。修了証書を手にした受
講生からは、１年間を通して講義してくださった
講師の先生やボランティアで協力いただいたフォ
レストサポートスタッフ、職員に対する感謝の言
葉や「林業には興味はなかったが興味が湧いてき
た」等、主催者として達成感を感じる感想をいた
だきました。（磯）

伏せ焼き窯へ竹を敷き詰める

ドラム缶窯内へ熱風を送る

無事修了し笑顔の皆さん

森林カレッジⅣ

終日降雪の中での講義と作業でした
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ニホンカモシカ

ウサギ

イノシシ

シカの群れ

シカ（オス）

シカ（オス）

センサーカメラに写った動物たち 2019年11月～2020年１月の画像からピックアップ

世界に一つだけの作品です。

当センターの１階にありますクラフト体験室です。
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2月１３日から１４日に開催される関東森林
管理局森林・林業技術等交流発表会に、当セン
ターからも『「森林環境教育」を充実させるた
めの取組について』と題し、日頃の成果を発表
します。発表は１３日１５時４０分からの予定
です。

警察や消防等の関係機関・団体で組織する「高

尾陣馬特別警戒連絡協議会」では、毎年大晦日

から元旦にかけ高尾山頂周辺で事故防止、犯罪防

止、山火事防止等を目的としたパトロールを実施し

ています。

当協議会の構成員である当センターから２名、東

京神奈川森林管理署から４名の計６名が参加し、

高尾山山頂から小仏城山間の登山道において、交

代で夜間の巡回パトロールを実施しました。

初日の出を目当てに大晦日の夜から多数の人が訪

れる高尾山ですが、今回も事故や山火事の発生もな

く元旦を迎えることができ一安心。ご来光を拝みな

がら今年の安全を祈願し、巡回パトロールは無事終

了となりました。（高）

年末年始の高尾山パトロールを実施

高尾陣馬特別警戒

山頂で初日の出を待ちわびる人たち

小仏城山から見える都心の明かり

迎光祭の読経が響くなか迎える初日の出参加職員（朝日を浴びながら）


